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める学生

本学の理 に基づ 、 れた医学 者 医 人と るのに 学 を修得する

を 、 医学 の修得に に、また を て取り 、次の う 人 を

めている。

１．医学 医 生 科学 、医学と他 との 合 において、科学の を通して医学

医 の 発 に し、 に したいという を つ者

２．国 を 、 に し うという る者

３．生 に する の を し、 たる 理 を する者

４． 学の い で、 のための として し うという の る者

入学者選抜の基本方

医学 者 医 人 学 医 人

１．医学 医 生 科学 、医学と他 との 合 に て、その基 と

を う「医学 生 科学 」の試験を実施する。

２．国 と表 を う「 国 （ ）」の試験を実施する。

３． 、 、 理 等を する 試験を実施する。

学

１． （ ） のための基 を う「 」の試験を実施する。

２．国 と表 を う「 国 （ ）」の試験を実施する。

３． 、 、 理 、 学 等を する に る 試験を実施する。

４． に関する 、 験、 学 を する 出書類に り する。
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大学 医学 科医学 程では、 に める

を修得するため、次のとおり教 程を 成します。

１．教 程の 成の方

通科 （または ）では、医学 者として と を修得す

るとと に、医学 理、生 理、 理についての と 理 を修得する。

選 科 では、 にお る の 、 、実 に り、 の と

を修得し、 立して を 行で る を 成する。

２．教 程にお る教 学修方法に関する方

（１）１ ４ とする とで、す ての大学 教 に る で 教

指導 とする。また、 指導教 とする。

（２） 医学 者 医 人 及び学 医 人 には、 通科 と選

科 をおく。

通科 としては の授業科 を学修する。

① 医学 合 及び では、医学 者として と

を修得する。

② 医学生 理学 では、医学 理、生 理、 理についての と 理

を修得する。

③ 学 医 学 では、医学 にと て 学 学の を修得する。

基 と の 合 では、基 と の を た と 方を学 。

選 科 では、 の の と を学修し、 立して を 行で る

を修得する。

（３） に 記の る 科 を る。

① 医学 者 では、 で る に れる を るとと に、

理の基 の 法を修得し、 立して を 行で る を修得する。

② 医 人 では、 に を 、医 理学 法 学を学び、医

で として で る を 成する。さ に 医として さ しい医 を

修得さ 、 医の資格取得を支援する。

③ 学 医 人 では、医学に 学 理学等、学 と 方法を教授し、

学 の で で る を修得する。

学 では、 （ ）の 学 学 生

を修得さ 、 のために 学の において国 に する を 成

する。科 は、 、支援 及び実 に 類される。実 には、学 での

まれる。

３．学修成 の の方

学修の成 は、 に記載された学修 について、試験及び 等、

方法に り を に する。

の については、 ３学 に 発表に る 基 試験（ を行い

し、 指導 書の 検を行う。

学 の は、 格 と を 保するために で行い、 、 、発 等に

ついて する。
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大学 医学 科医学 程においては、教 に める人 を 成するため、所

の 学し、 を修得のう 、 及び試験に合格し、次のとおり れた と を

につ た学生に学 （医学 （医学））を授 します。

１．医学 者として と を につ ている。

２．医学 理、生 理、 理についての と 理 を につ ている。

３． 立して を し、 に て 成 を発 する とがで る。

４．医学 医 の を通じて に する とがで る。

． れに 、 に 記の を する とを修了の とする。

（１） 医学 者 では、 の を 、 学にお る として

国 に で る。

（２） 医 人 では、 医として さ しい と医 を 、医 で

として で る。

（３）学 医 人 では、医学と他 を 合する学 と を ている。

（４） 学 では、 学 学の と 学の で と

る を 、 に し国 人として で る。
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医学 ３ 名

（ 人入学に る者を ）

「が 医 人 成 」及び「 成

（ で する法医 医 法 科医 成 ）」の については、 の学生 を

してください。

（ ） のままで 学を する 人に して、大学 基 １４ に る 教 方法の を

用し、「 その他 の は において授業 は 指導を行う等の 方法に る」教

を取り入れています。

１．大学の医学 医学科、 学 は修業 の 学、 医学を 修する 程を 業した者及

び ３ までに 業 みの者

２． 国において、学 教 にお る１ の 程（医学、 学、 学 は 医学を 修する 程

を のに る。）を修了した者及び ３ までに修了 みの者

３． 国の学 が行う通 教 にお る授業科 を が国において 修する とに り 国の

学 教 にお る１ の 程（医学、 学、 学 は 医学を 修する 程を のに る。）

を修了した者及び ３ までに修了 みの者

４． が国において、 国の大学の 程（その修了者が 国の学 教 にお る１ の 程

（医学、 学、 学 は 医学を 修する 程を のに る。）を修了したとされる のに

る。）を する のとして 国の学 教 において れた教 施 で て、

科学大 が に指 する のの 程を修了した者

．修 程を修了した者 は修 の学 を する者と 等 の学 が る者で、大学の医学、

学、 学 は 医学を 修する 程を 業した者と 等 の学 が ると め れる者等

３ ４ ３ 及び 成 １ に り 科

学大 の指 した者

．修業 が の大学（医学、 学、 学 は 医学を 修する 程に る。）に４

学し、 大学を 業してい い者で て、所 の を 成績で修得したと本学大学

が めた者

． 国において学 教 にお る１ の 程（医学、 学、 学 は 医学を 修する 程を

のに る。）を修了した者、 国の学 が行う通 教 にお る授業科 を が国におい

て 修する とに り 国の学 教 にお る１ の 程（医学、 学、 学 は 医学

を 修する 程を のに る。）を修了した者、 は が国において、 国の大学の 程（そ

の修了者が 国の学 教 にお る１ の 程（医学、 学、 学 は 医学を 修する

医学 者
医 人

（ 「が 医 人 成 」及び「

成 （地域で活
躍する法医臨床医・法歯科医養成コース）」を ）

学 医 人
学

− 4−



-  -

程を のに る。）を修了したとされる のに る。）を する のとして 国の学

教 において れた教 施 で て、 科学大 が に指 する のの

程を修了した者で て、所 の を 成績で修得したと本学大学 が めた者

．本学大学 において、個 の入学資格 に り、大学（医学、 学 は修業 の 学、

医学を 修する 程に る。）を 業した者と 等 の学 が ると めた者で、

３ ３１ において２４ に している者

１．出願

２．出願書類の 出 及び

３．出願書類等（ は本学所 の用 ）

書 類 等

入学 願 願 の「記入 の 」を のう 、記入してください。

成績 書

出 大学（学 ） が 本 または で作成し、 した の。

本学 業（ ）者は です。 お、大学 修 程修了（ ）

者は、出 大学 （ 科）の が作成し した成績 書

て 出してください。

業 書 は

業 書

出 大学（学 ） が 本 または で作成した の。本学 業

（ ）者は です。

お、大学 修 程修了（ ）者は、出 大学 （ 科）の

が作成した修了（ ） 書のみを 出してください。

検 料 書

（ に み）

入学検 料 を、検 料 用 （本学所 の用 に

み）を 用し、 １ １１ （金） １１ １ （金）

の に 行で だ後、

験
（３ に した 、 、 ４ ３ の

の）を に してください。

験 用

て名
合格通 を る を記入してください。 は、はがさ いで

ください。

所 の 験 書

に大学 に 学 の者（ ３ までに修了 の者は

く。）及び 、医 関、 等に の者のみ。（本学に

の者は です。 （ ）
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書 類 等

学 を選 した者のみ

表 学 を選 した者のみ

書

学 を選 した者のみ

出 大学の教 は 所、医 関等の指導者が作成し、 し

た の。

（ ）１． 学 を選 した者は、出願書類の （ ）を本学

し、 用してください。 の書類については、 通です。

２．出願後にお る記載 の は めま 。また、 理した出願書類は、理 のい に

で ま 。

３．出願資格 を る 合、 記の出願書類等のう のための申請書類と する

のについては、合 て１通（ ）の 出で いま 。

４．出願書類に の申 をした者については、入学後で て 入学 を取り す とが り

ます。

４．出願方法

の 合

出願書類等を取りまとめ、 してください。

の 合

の「出願手続２の 出 」に してください。

は、 後 までです。

．指導教 との出願 の （ ）

する の のため、指導を する教 （１ ２ ）と出願 （出

願資格 を る者は申請 ）に をしてください。

その 合、本学の 表 （ ）を する 、 るいは 、教 と をと

てください。

．

験 は、 １１ ２ （ ）までに、 願者 に発 します。１１ ２ （ ）

までに し い 合は、 の「出願手続２の 」まで してください。

を する等、 験 及び修学 の を とする が る 合は、出願に 立

の「出願手続２の 」まで申し出てください。

入学検 料 者 の 手続 について

入学検 料 の 者は のとおりです。 に し い者は理 の を

は行いま 。 する者は、 の「出願手続２の 」 １１ ２ （ ）

までに申し出てください。

① 検 料を い だが出願し た（出願書類等を 出し た は出願が 理さ

れ た）者

② 検 料を て に い だ者
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１．選抜方法

学 検 、 及び出願書類を 合して選抜します。

お、 人入学 者に して 人 選抜は行いま 。本試験にて選抜します。

２．学 検 等の 等

名、学 検 等及び

医学 者

医 人

学 医 人

学

１２ ３

１ １１ ３
国

（ ）

国

（ ）

１２ ３ １３ ３
医学 生

科学

１４
（個 人） （個 人）

１ 医学 者 医 人 及び学 医 人 を選 した者の は、

医学に関 る教 者及び 者と るに さ しい資 について を行い、

合 に します。

２ 学 を選 した者の は、 で実施し、本 の学生に る

に さ しい資 等について します。

３ 学 を選 した者の と出願書類（ 、 、

書）の は、合 で と ります。

（ ）１．学 検 に 用で るのは、 （ ）、 り（ を く）、

し 、 、 （ のみ）、 、 、 （ だ

取り出した の）に ります。

２．「 国 （ ）」には、 書（ 書類を く）の みを します。ただし、

医学 書等は とします。

３．「医学 生 科学 」の出 等については、 資料を してください。

４． 医学 者 医 人 及び学 医 人 を選 した者で、出願

資格 に し、 された 願者は「医学 生 科学 」に て「 」とします。

３． 所

滋賀医科大学（１１ の「学 の 」を してください。）

については、 験 に通 します。
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本学 （ ）において合格者

の 験 を発表します。

お、合 についての に る い合 には お で ま 。

１．

の 合は、 ３ （ ） 後 までに 記２ してください。

２．手続 所（ ）

３． 金等

入学料 ２ ２

授業料 （ ２ （ ） ３ ）

① としている授業料の 及び の については、合格者に 通 します。

② の授業料は、 は本学所 の 書に り に してい

ただく とに ります。

③ 授業料については、 を する とがで ます。

授業料が 学 に された 合は、 しい授業料を 用します。

４． 金の 等

入学料及び授業料には 及び徴収 予の が り、 れに関する手続等については、合格者

に 通 します。

ただし、 は予 の 合に り、実施され い 合が りますので、学資金の を にご

検討ください。

． 出書類等

入学手続に 書類 その他 については、合格通 書を する にお します。

．

入学手続には、 験 が ですので、 し い うに してください。

記の までに入学手続を 了し い 合は、入学 者として取り扱います。
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出願資格 のい れ に り出願し うとする 合は、次に り出願資格の を てく

ださい。

１．申請書類

出願資格 の 合は、 記の①

出願資格 、 の 合は、 記の①

出願資格 の 合は、 記の① 及び

① 出願資格 申請書（本学所 の用 ）

② れ の 及び （ ４ 用 に り 程 ）

③ 成績 書（出 大学 学 が 本 または で作成し、 した の。 お、大学

修 程修了 者は、出 大学 科 の が作成し した成績 書 て 出

してください。

通 用 ３ に住所 氏名を記載し、 の 手を した の

書（出 大学（学 ） 等が作成した の。ただし、 学 を選

した者については、本学所 の用 に り作成してください。）

学大学の教 程表（ ）及び授業 書 （ ）

書（ 所 医 関等の指導者が作成した の。ただし、 学

を選 した者については、本学所 の用 に り作成してください。）

２．申請

３．申請書類の 出

の「出願手続２の 出 」と じです。

お、 する 合は とし、その の表に

してください。 する 合の は、 後

までです。

４．資格

資格 は、 出された申請書類に り行います。ただし、 に じ を行う とが り、

の 合は、 めて申請者に通 します。

．

の通 は、 までに、申請者 に発 します。

出願資格「 」と め れた 合は、本 に める出願手続（ ）を行 てください。
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本学が入学者選抜を通じて取得した個人情報については、次のとおり取り扱いますので、予めご了

承ください。

１．個人情報については、「個人情報の保護に関する法律」及び「国立大学法人滋賀医科大学個人情

報保護規程」に基づいて取り扱います。

２．出願書類等に記載された氏名、住所その他の個人情報については、①入学者選抜（出願処理、選

抜実施）、②合格発表、③入学手続業務を行うために利用します。

３．入学者選抜に用いた試験成績は、今後の入学者選抜方法の検討資料作成のために利用します。

４．出願書類等に記載された個人情報は、入学者のみ①教務関係（学籍、修学指導等）、②学生支援

関係（健康管理、奨学金申請等）、③授業料徴収に関する業務を行うために利用します。
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６１ ２

５

８
７

４

３

９
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４
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９
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授業を

行　う 選択・必修

年 次 講義 演習 実習

コ

ス
科
目

先端医学研究者
コース

高度医療人
コース

学際的医療人
コース

共　　通

実
習
科
目

医学専攻　先端医学研究者コース、高度医療人コース、学際的医療人コース

授業科目及び単位数表

科　目
区　分

授　業　科　目　名

単　位　数

共

通

1
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授業を

行　う 選択・必修

年 次 講義 演習 実習

コ

ス
科
目

先端医学研究者
コース

高度医療人
コース

学際的医療人
コース

共　　通

実
習
科
目

医学専攻　先端医学研究者コース、高度医療人コース、学際的医療人コース

授業科目及び単位数表

科　目
区　分

授　業　科　目　名

単　位　数

共

通

1

授業を

行　う 選択・必修

年 次 講義 演習 実習

医学専攻　先端医学研究者コース、高度医療人コース、学際的医療人コース

授業科目及び単位数表

科　目
区　分

授　業　科　目　名

単　位　数

実
習
科
目

共　　通

1
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授業を

行　う 選択・必修

年 次 講義 演習 実習

医学専攻　先端医学研究者コース、高度医療人コース、学際的医療人コース

授業科目及び単位数表

科　目
区　分

授　業　科　目　名

単　位　数

共　　通

実
習
科
目

17

− 17−



授業を

行　う 選択・必修

年 次 講義 演習 実習

医学専攻　先端医学研究者コース、高度医療人コース、学際的医療人コース

授業科目及び単位数表

科　目
区　分

授　業　科　目　名

単　位　数

共　　通

実
習
科
目

17

- 18 -
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別表２

（令和６年７月１日　現在）

所属 部門・領域等 職名 氏名 主な研究内容等

１． 物質、 構造、表 の研究

２． 光 分光法の開発

３． 記テーマの医学応用

１． 物質 表 、バイオマテリアルの光物性研究

２．回 法、 法、分光法を した 物性研究

３． 環 科学、 、 、医療に する物理研究

４．科学教 に関する研究

１．超分子化学を 盤とする医用 の開発

２．新規な遺伝子 クターおよびDDSの開発

３．機能性高分子の と合成

１． 疫細胞の生体内移動の分子機構の解析

２．リン の ・ 機構の解析と の 法の開発

３．細胞骨 関連タン ク質による 疫応答 機構の解明

１． 疫代謝とレドックスシグ ルによる自 疫疾患 の解明

２． D 性 性T細胞の分化機構の解明と の自 疫疾患治療

　　 の応用

３． リン 臓器特異的 疫 応機序の解明

学 准教授 川　 　 　子 １． の 理点を 代 の研究

１．生 理（ 理、研究 理、 生 理）の研究

２． ア・ 任 の研究

３． 症をは めとする 症の 理的 に関する研究

１． 間認知と 理解

２． 性情報 理

３． 情報認知

１．生 理に関する 研究

２. 医学・ 教 に関する研究

１． 民族の人類学的研究

２． 水 の人類学的研究

３． の と に関する人類学的研究

１． 動における脳内リン脂質の機能の解析

２．胎生期環 が関 る アル ール性脂 性 疾患の発症機構の解析

３．手の構造と 機能の研究

１．D D D m  i i     Di の分子

　　 盤の解明

２．サル アの発症に関 する遺伝子の機能解明

１．脳形態形成機構の解析

２．幹細胞の と細胞分化機構の解析

３． 神疾患モデル動物の解析

１． 化にと な 幹細胞および組 の 性 機構の解析

２． 年性疾患のバイオマーカーの探索

３．脳形態形成機構の解析

１．神経幹細胞の発生・ ・分化の カ ム解析

２． 神経系の再生 開発

３． 神疾患の病態解明

１． 、 定、 を 神経回 カ ムの解明

２． 、 定、 に関 る神経活動の アル リ ムの解明

３． 、 定、 が障害 る 神疾患の病態理解・診断・

    治療に するトランスレーショ ル研究

１．エ ジ ネテ ックな遺伝子発現とが 化の 機構

２． 体高次構造変化による遺伝子発現とが 化の 機構

３．iPS細胞を用いたが 特異的T細胞の再生

１． 疫細胞の抗原 体遺伝子再構成の分子 機構

２． 疫細胞の発生を する遺伝子の発現調節機構

理学

分子生理化学

化 学

生化学・
分子生物学講座

教授

生 学

特任准教授

教授

学講座

教授

生理学

　田　 　士

加　 　　　

内　村　 　

　　　 　年

　　　 　

准教授

准教授

教授

▲ 　 　　　

金　田　 　人

　山　　　

田川　　　

教 主な研究内容等

教授

生命科学講座

物理学

　良　　　教授

成　 　 　准教授

化学 　 　義　教授

　田　 子

生物学

准教授 　 　大　

■印の教員は令和８年３月に、▲印の教員は令和９年３月に定年を迎えます。

主指導教員としての指導を希望する場合は、充分な事前相談が必要です。

小　 　 　次

神経 学

教授

学・ 理学 教授 大　 　 　

医療 化学講座

生 シ テ 生理学 教授 小　川　正　

生理学講座

准教授

教授

-  -
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別表２

（令和６年７月１日　現在）

所属 部門・領域等 職名 氏名 主な研究内容等

１． 物質、 構造、表 の研究

２． 光 分光法の開発

３． 記テーマの医学応用

１． 物質 表 、バイオマテリアルの光物性研究

２．回 法、 法、分光法を した 物性研究

３． 環 科学、 、 、医療に する物理研究

４．科学教 に関する研究

１．超分子化学を 盤とする医用 の開発

２．新規な遺伝子 クターおよびDDSの開発

３．機能性高分子の と合成

１． 疫細胞の生体内移動の分子機構の解析

２．リン の ・ 機構の解析と の 法の開発

３．細胞骨 関連タン ク質による 疫応答 機構の解明

１． 疫代謝とレドックスシグ ルによる自 疫疾患 の解明

２． D 性 性T細胞の分化機構の解明と の自 疫疾患治療

　　 の応用

３． リン 臓器特異的 疫 応機序の解明

学 准教授 川　 　 　子 １． の 理点を 代 の研究

１．生 理（ 理、研究 理、 生 理）の研究

２． ア・ 任 の研究

３． 症をは めとする 症の 理的 に関する研究

１． 間認知と 理解

２． 性情報 理

３． 情報認知

１．生 理に関する 研究

２. 医学・ 教 に関する研究

１． 民族の人類学的研究

２． 水 の人類学的研究

３． の と に関する人類学的研究

１． 動における脳内リン脂質の機能の解析

２．胎生期環 が関 る アル ール性脂 性 疾患の発症機構の解析

３．手の構造と 機能の研究

１．D D D m  i i     Di の分子

　　 盤の解明

２．サル アの発症に関 する遺伝子の機能解明

１．脳形態形成機構の解析

２．幹細胞の と細胞分化機構の解析

３． 神疾患モデル動物の解析

１． 化にと な 幹細胞および組 の 性 機構の解析

２． 年性疾患のバイオマーカーの探索

３．脳形態形成機構の解析

１．神経幹細胞の発生・ ・分化の カ ム解析

２． 神経系の再生 開発

３． 神疾患の病態解明

１． 、 定、 を 神経回 カ ムの解明

２． 、 定、 に関 る神経活動の アル リ ムの解明

３． 、 定、 が障害 る 神疾患の病態理解・診断・

    治療に するトランスレーショ ル研究

１．エ ジ ネテ ックな遺伝子発現とが 化の 機構

２． 体高次構造変化による遺伝子発現とが 化の 機構

３．iPS細胞を用いたが 特異的T細胞の再生

１． 疫細胞の抗原 体遺伝子再構成の分子 機構

２． 疫細胞の発生を する遺伝子の発現調節機構

理学

分子生理化学

化 学

生化学・
分子生物学講座

教授

生 学

特任准教授

教授

学講座

教授

生理学

　田　 　士

加　 　　　

内　村　 　

　　　 　年

　　　 　

准教授

准教授

教授

▲ 　 　　　

金　田　 　人

　山　　　

田川　　　

教 主な研究内容等

教授

生命科学講座

物理学

　良　　　教授

成　 　 　准教授

化学 　 　義　教授

　田　 子

生物学

准教授 　 　大　

■印の教員は令和８年３月に、▲印の教員は令和９年３月に定年を迎えます。

主指導教員としての指導を希望する場合は、充分な事前相談が必要です。

小　 　 　次

神経 学

教授

学・ 理学 教授 大　 　 　

医療 化学講座

生 シ テ 生理学 教授 小　川　正　

生理学講座

准教授

教授

-  -

別表２
（令和６年７月１日　現在）

所属 部門・領域等 職名 氏名 主な研究内容等

■印の教員は令和８年３月に、▲印の教員は令和９年３月に定年を迎えます。

主指導教員としての指導を希望する場合は、充分な事前相談が必要です。

１．が 、循環器疾患におけるシグ ル伝 機構と遺伝子解析

２．細胞 の分子機構

１. が 、炎症性疾患における異細胞間 ーションと

　　シグ ル伝 機構

２．霊長類循環器疾患モデルの作製と の病態解析

１． 化管病理学

２．腫瘍病理診断学

１. 性 化管癌の進展 能性に いての研究

２．合成 に 抗腫瘍治療の研究

１．イン ルエンザウイルス及び新 ロ ウイルスに対する

　　 クチンおよび治療薬の開発

２．サルモデルを用いた遺伝子病と 化の研究

３．カ クイザルを用いた 疫 応の研究

１．霊長類モデルを用いた病理学的、 疫学的研究

　　（特に腫瘍、移植、 症に いて）

１．が 関連遺伝子の生理機能解析

２．新規抗腫瘍活性成分の探索

１． タン ク質細胞外ド イン 断の分子機構および

　　生物学的 の解明

２．転 レ レーターによる代謝調節機構の解明

３．心血管病、が 、炎症性疾患における タロ プチ ー の

　　 の解明

１． 機能プロテアー による心 機構

２．急性 症 における新規バイオマーカーの 用性の検討

３． 核 成 と血小 産生におけるプロテアー の

４．アルツハイマー病におけるプロテアー の

１．作 関連性筋骨 系障害の予

２．障害者の 生（ 次障害予 ）

３．治療と 事の 支援

４．障害者・情報 者の社会的障 と

１． 外 分析

２．血 症突 の病態解析

３．外 の予 医学

１．法医 、 、 用薬物の生理作用

２．法医画像、 後 T

３．新 ロ ウイルス の 症による医療機関外

１． 血性心疾患の 血 再建

２．動 硬化性疾患の一次・ 次予

３． 抗血 療法

１． 心臓電 生理学の研究

２． 整 の治療法の開発

３．心臓電 現 のシ レーション研究

１．心 の病態解明

２． 高血 症の診断治療に関する研究

３．心ア ロイドーシスの診断治療に関する研究

１． の構造と機能に関する研究

２． 器疾患における構造と機能に関する研究

１． 症 の病態生理に関する研究

２．慢性 治性 の病態生理と治療に関する研究

１． PDの体組成に いての研究

２． PDの の構造と 機能に いての研究

３． PDの腸内細 に いての研究

教授 （予定教員）

１． 腫瘍および慢性 炎における 化に関する研究

２．ER P関連手技における新規デバイス開発

分子病 生化学

准教授

一　杉　正　仁

　原　 　代

教授

特任准教授

生化学・
分子生物学講座

医学講座

－薬理学講座

病理学講座

教授

大　 　美 子准教授

生物 学

病理学

　 　　　教授

　山　 　

■ 　 　 　治

准教授

教授

病 学

石　垣　 　仁准教授

　　　 一郎教授

　部　 　准教授

　 　　　

　田　久　和

　村　 　美准教授

化 内科

内科学講座
内科

講師

教授

山　口　 　史
内科

講師 　 　大　

小　 　 　

　 　　　理准教授

▲ 　川　義　久

　 　 　

准教授

教授

生学

医学

内科

講師 　 　　　

- 2  -
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別表２
（令和６年７月１日　現在）

所属 部門・領域等 職名 氏名 主な研究内容等

■印の教員は令和８年３月に、▲印の教員は令和９年３月に定年を迎えます。

主指導教員としての指導を希望する場合は、充分な事前相談が必要です。

１．腸管 疫 の炎症性腸疾患の解明

２．腸内 生物 の炎症性腸疾患の病態解明

３．サイトカイン の炎症性腸疾患の病態解明

１．造血幹細胞移植における 疫応答の機序解明

２． 治性血液疾患の予後 子の 定

３．新規 疫細胞療法の開発

１．糖尿病性腎症の病態解明 

２．慢性腎臓病の病態解明

３．腎病態栄養学

１．糖尿病性腎臓病の病態

２．腎におけるオート ジーの 機構

３．腎病態栄養学

１．筋萎縮性側索硬化症の分子標的治療

２．神経変性疾患の細胞生物学的解析

３．神経疾患の 侵襲的診断

４．脳血管障害の分子病態解析

．神経リハビリテーションと脳機能画像解析

１．細胞及び臓器標的化による新規分子治療法の開発

２．骨 由 細胞のリプログラ ングによる再生治療 の応用

３．骨 由 細胞と神経疾患との関連性

１． 神経学における電 診断

２．神経リハビリテーションと脳機能画像解析

１．遺伝性 の分子遺伝学的研究

２． DP-グルクロン酸遺伝子 と薬 代謝に関する研究

３．先 性 機能 症の分子遺伝学的研究

准教授 ▲ 　 　　　 １．小児白血病の新規治療開発に関する 研究

１． 血性尿 症症 の診断と治療に関する研究

２． 3腎症の発症機構の解明

３． 体 異 症に関 する 子の探索

１．早産児 性 の遺伝学的

２．早産児ビリルビン脳症の遺伝学的

１． 合 調症の病 、病態の検討

２．抗 神病薬治療の循環器 の 作用に関する研究

１． 障害の 研究

２． と ンタル ルスの疫学研究

３． を解析するウ アラブルデバイスの開発と

１． 合 調症の病 ・病態の研究

２． 運動を 神疾患に関する研究

３. 神疾患合 の 研究

１．自 疫性疾患における 性 細胞の研究

２． 悪性腫瘍の治療に関する研究

３．先 性表 水 症の遺伝子治療

４．自 炎症性疾患の発症機序に関する研究

１．T細胞がお すヒト自 疫疾患の研究- 形 症と を 心に

２．T細胞 体-抗原 応によるT細胞の分化、活性化の研究

３．T細胞によるヒト腫瘍 疫の研究-悪性 腫と血管 腫を 心に

１．アレル ー性 疾患の診断と治療に関する研究

２． 症における病原体遺伝子検 に関する研究

３．遺伝性 疾患の病態と治療に関する研究

内科学講座
内科

山　原　 　講師

病内分 内科
内科

－
科学講座

科

科学講座
科

神医学講座
神科

－

－

教授

准教授

　 　久 子准教授

講師 柳　　　 　

講師

　 　智　也

講師

講師 山　川　　　

　 　良　教授

特任教授 　 　　　

　関　祐　教授

　 　 　

久　 　真　

高　 　 　

　本　 　

講師 　田　 　史

准教授 　川　明　子

化 内科

教授 村　田　　　

神経内科

教授 　 　　　真

教授

血液内科

- 2  -

別表２

− 21−



別表２
（令和６年７月１日　現在）

所属 部門・領域等 職名 氏名 主な研究内容等

■印の教員は令和８年３月に、▲印の教員は令和９年３月に定年を迎えます。

主指導教員としての指導を希望する場合は、充分な事前相談が必要です。

１．腸管 疫 の炎症性腸疾患の解明

２．腸内 生物 の炎症性腸疾患の病態解明
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３．先 性 機能 症の分子遺伝学的研究
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３．遺伝性 疾患の病態と治療に関する研究
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別表２
（令和６年７月１日　現在）

所属 部門・領域等 職名 氏名 主な研究内容等

■印の教員は令和８年３月に、▲印の教員は令和９年３月に定年を迎えます。

主指導教員としての指導を希望する場合は、充分な事前相談が必要です。

１． 術における合 症予 に関する 研究

２． 化器癌に対する 疫療法の開発

３． 機能に関する研究

４． 化器癌転移 カ ムの解明

．手術手技に関する 研究

６．癌と 細胞との相 作用

１．腫瘍と 化に関する研究

２．癌転移に関する研究

３．大腸における周術期管理に関する研究

１． の 性 に関する研究

２．癌 疫治療における生体 応の解析

１．胃癌術後の栄養 態に いての研究

２．ロ ット支援 胃 の 用性と 性の研究

３．人工知能 A を用いた胃と周 血管の自動認識の研究

１． 動 バイ スモデルの研究

２．心臓大血管手術の長期予後の研究

３． 形成の術 および長期予後の研究

４．急性大動 手術の研究および長期予後の研究

１． 部疾患に対する 侵襲手術

２． 癌に対する手術法の研究

３． 器外科手術における ビンチ手術

４． 間・ 間作成 法の研究

．動的 を用いた 前後の 機能の

１． 癌に対する 手術

２． 癌に対する ビ ーション手術

３． 部手術に対する８ 内 システム

４． 手術 の新規 検 法および 法の開発

．抗腫瘍 疫応答と腫瘍 小環 に関する研究

１． 部大動 の長期予後の研究

２．急性大動 解 に対する術 検討と長期予後の研究

３．動 の 展性の検討と の応用

４．大動 症の術 および長期予後の研究

１． 関節手術の 成 に関する研究

２．人工 関節 換術の 成 に関する研究

３.  軟骨 と に対する再生医療学的研究

１． 骨化症の病態と治療に関する研究

２． ・ の診断と治療に関する研究

３．骨代謝に関する研究

１． 骨化の骨化形成 カ ムの解析

２． の病態解析

１．細胞 イオンチャネルの 的解析による関節変性疾患診断法

　　および 療法の開発

２．関節リウマチ患者における 疾患活動性 の の薬 用

　　の 研究

３．関節リウマチ患者における人工 関節 換術の術後 と

　　患者 の相関研究

化 科
・ ・ 科

科学講座
科

－

　 　 　教授

講師 　田　 知子

　山　 　史講師

　 　　　准教授

講師

大　 　 　講師

教授

講師

石　川　　　原

森　　　幹　士准教授

　 　 　

特任講師 　 　 　

　 　 　

科学講座 科

教授

　 　　　

講師

　　　 　

血管 科
科
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別表２
（令和６年７月１日　現在）

所属 部門・領域等 職名 氏名 主な研究内容等

■印の教員は令和８年３月に、▲印の教員は令和９年３月に定年を迎えます。

主指導教員としての指導を希望する場合は、充分な事前相談が必要です。

１．動 硬化の分子病態解析と 侵襲的画像診断

２．脳動 の分子病態解析と 侵襲的画像診断

３．脳血管障害の新規外科治療法開発

４．脳血管障害の疫学

１．神経 腫に対する集学的治療法の研究

２． 手術の 性及び 性に関する研究

３．内 手術による治療の 応に関する研究

１．内側側 て の病態と治療に関する研究

２．神経生理学的検査の解析に関する研究

３．脳腫瘍の病態と治療に関する研究

１． 障害に対する診断と治療

２． 部癌の診断と治療

１． 細胞による 道アレル ー疾患 導の カ ムと の

２． 酸 性 炎の病態解明

３．ス 症の病態解明

１． 道における 酸 炎症の研究

２．アレル ー性 炎の病態解明

３． 道 における 液産生と の

１． 人科腫瘍に対するロ ット支援 手術

２．オル イドを用いた 人科腫瘍の治療 抗性解明

３．子 内 症の癌化機構

１． 開 症 の病態解明と治療および予 法の開発

２．周産期脳障害における病態解明と治療の開発

３．子 内 症に関する研究 

４． 神疾患合 に対する 研究

１． が 幹細胞と治療 抗性の関連に いての研究

２． 人科手術に対する 侵襲手術の検討

３． 人科が の 小 疫環 解析

１．ロ ット支援および 手術に関する研究

２． 尿器癌に対する新規抗癌 の 薬

３． 尿器癌のプロテオ クス研究

１．小児 尿器科手術（形成手術、 手術に関する研究）

２．小児 尿障害に関する研究

３．小児 尿器 における R 画像診断の応用

１． 尿器科ロ ット手術に関する研究

２．腎腫瘍に対する腎 手術に いての研究

３．進 腎癌における 治療に関する研究

１．腎移植 応における 体

２．腎移植におけるド ー特異的抗体の

３．腎移植慢性抗体関連 応における腎 化に関連する 子

　　の解析

１． 子体内薬物動態の研究

２．糖尿病 腫に関する研究

１．人工知能を用いた 児 症の治療予測モデルの開発

２． 児 症の病態に関する研究

３．カ クイザルを用いた 内薬物動態に関する研究

子診療科

－

講師

　  一 郎

講師

准教授

教授

（予定教員）教授

　 　 　

新　田　 　

診療科

講師 　 　　　

（予定教員）

（予定教員）教授

科・ 部
科学講座

科・
部 科

－

科学 科学講座

神　前　 　明

大　 　成　

講師

講師

准教授

　 　一　郎

高　 　 　雅

山　 　和　明講師

講師

科学講座
科

－

　仁　 　義准教授

　山　　　進教授

　田　　　講師
科学講座 科

　田　 　也

神経 科学講座
神経 科 准教授

教授 　田　和　道

－

小　 　 　講師
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別表２
（令和６年７月１日　現在）

所属 部門・領域等 職名 氏名 主な研究内容等

■印の教員は令和８年３月に、▲印の教員は令和９年３月に定年を迎えます。

主指導教員としての指導を希望する場合は、充分な事前相談が必要です。

１．動 硬化の分子病態解析と 侵襲的画像診断

２．脳動 の分子病態解析と 侵襲的画像診断

３．脳血管障害の新規外科治療法開発

４．脳血管障害の疫学

１．神経 腫に対する集学的治療法の研究

２． 手術の 性及び 性に関する研究

３．内 手術による治療の 応に関する研究

１．内側側 て の病態と治療に関する研究

２．神経生理学的検査の解析に関する研究

３．脳腫瘍の病態と治療に関する研究

１． 障害に対する診断と治療

２． 部癌の診断と治療

１． 細胞による 道アレル ー疾患 導の カ ムと の

２． 酸 性 炎の病態解明

３．ス 症の病態解明

１． 道における 酸 炎症の研究

２．アレル ー性 炎の病態解明

３． 道 における 液産生と の

１． 人科腫瘍に対するロ ット支援 手術

２．オル イドを用いた 人科腫瘍の治療 抗性解明

３．子 内 症の癌化機構

１． 開 症 の病態解明と治療および予 法の開発

２．周産期脳障害における病態解明と治療の開発

３．子 内 症に関する研究 

４． 神疾患合 に対する 研究

１． が 幹細胞と治療 抗性の関連に いての研究

２． 人科手術に対する 侵襲手術の検討

３． 人科が の 小 疫環 解析

１．ロ ット支援および 手術に関する研究

２． 尿器癌に対する新規抗癌 の 薬

３． 尿器癌のプロテオ クス研究

１．小児 尿器科手術（形成手術、 手術に関する研究）

２．小児 尿障害に関する研究

３．小児 尿器 における R 画像診断の応用

１． 尿器科ロ ット手術に関する研究

２．腎腫瘍に対する腎 手術に いての研究

３．進 腎癌における 治療に関する研究

１．腎移植 応における 体

２．腎移植におけるド ー特異的抗体の

３．腎移植慢性抗体関連 応における腎 化に関連する 子

　　の解析

１． 子体内薬物動態の研究

２．糖尿病 腫に関する研究

１．人工知能を用いた 児 症の治療予測モデルの開発

２． 児 症の病態に関する研究

３．カ クイザルを用いた 内薬物動態に関する研究
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－

講師

　  一 郎

講師

准教授

教授

（予定教員）教授

　 　 　

新　田　 　

診療科

講師 　 　　　

（予定教員）

（予定教員）教授

科・ 部
科学講座

科・
部 科

－

科学 科学講座

神　前　 　明

大　 　成　

講師

講師

准教授

　 　一　郎

高　 　 　雅

山　 　和　明講師

講師

科学講座
科

－

　仁　 　義准教授

　山　　　進教授

　田　　　講師
科学講座 科

　田　 　也

神経 科学講座
神経 科 准教授

教授 　田　和　道

－

小　 　 　講師

- 2  -

別表２
（令和６年７月１日　現在）

所属 部門・領域等 職名 氏名 主な研究内容等

■印の教員は令和８年３月に、▲印の教員は令和９年３月に定年を迎えます。

主指導教員としての指導を希望する場合は、充分な事前相談が必要です。

１．心筋 血再 害モ タリング法の開発

２． ・ 薬による心 作用の解明

１． タン ク質に した、 薬の心筋 カ

　　 ムにおける分子 盤の解明

２． 薬による心臓 ース ーカー機能に対する 作用の研究

３． 薬とイオンチャネルとの相 作用における電 生理学的、

　　分子生物学的解析

４． 整 発生に関 るイオン機序に対する 薬の 作用の研究

１．脳機能画像法を用いた の脳内 カ ムの解明

２．慢性 に対する集学的治療

３． ルス高周 法を用いた 侵襲治療の開発

１．小動物用脳 R を用いた慢性 の脳内 カ ムの解明 

２． 薬の カ ムの解明 

３．慢性 患者における病態と治療 集学的診療、薬物療法 の

     

４． ルス高周 法を用いた 神経ブロックの と長期予後の

   の検討 

１． T、 R を用いた神経疾患の病態解明、機能情報の画像 の研究

２．人工知能の画像診断 の応用

３． R を用いた生体内の の研究

１．動態 解析を用いた 性 障害、 性 障害における

　　 の 道 の

２．動態 解析を用いた 性 障害、 性 障害における

　　 の の

３．腎動 周 神経 の ツリ ス を用いた高血 治療 法の

　　開発

１． 性前 癌の 治療に関する 研究

２．転移性脳腫瘍に対する 標的定 の 性と

　　 性に関する後 研究

１．人工知能を用いた の超高 細 Tの画質 に関する研究

２．骨軟部画像診断の に関する 組

３．小児画像診断の に関する 組

４．神経画像診断の に関する 組

１．細胞 化関連分 現 （ - i   

　　 SASP）の骨 小環 の

２．薬 関連 骨 動物モデルに関する研究

３． 骨再建と 科インプラントによる 合回 に関する研究

１．口 癌治療に関する研究

２． 変形症および口 治療に関する研究

３．骨 関連 骨 に関する研究

４． 症 に関する研究

． 周病に関する研究

６．インプラント治療に関する研究

１． 骨 部治 に関する カ ムの解明および新規組

　　再生 の開発

２． 的口 内細 の解析

３． 形態と 症 と 疾患との関連性の解明

１．遺伝子診断の 用

２．新規分子R の生物学的機能の解析

３．が 特異的バイオマーカーを用いた診断と治療の開発

４．RA 3 Aを標的とする分子 薬

１．病理診断学

２． ・ 人科病理

　 　一　教授

－
科 科学講座

科 科

講師

　田　明　准教授

講師

　 　成　人

小　 　 希子講師

教授

教授 　 　 　

　 　 　也

講師 　森　正　志

　原　　　講師

－

講師

医学講座
科 部

　川　 　

学講座
科 ン

リ 科

講師 　 　美　

－

　 　 　明

病理部

　 　 　

－ 准教授 森　 　 　子

－ 准教授
臨床 医学講座

部
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別表２
（令和６年７月１日　現在）

所属 部門・領域等 職名 氏名 主な研究内容等

■印の教員は令和８年３月に、▲印の教員は令和９年３月に定年を迎えます。

主指導教員としての指導を希望する場合は、充分な事前相談が必要です。

１． 症 部外 の集学的治療に関する研究

２．脳 ・脳 生に関する 的研究

３．病院前救急診療体 の構築

４．救急 におけるエンドオブライ ・ アの 組

１． 大侵襲 の心機能障害と 整 に関する研究

２． 血症の臓器障害に関する研究

３．心臓・血管原性ショックの疫学研究

講師 　 　和　 １．侵襲 における 臓器 発症の機序の解明

１．新規が 関連遺伝子の 定と機能解析による発が 機構の解明

２． クス、プロテオ クス解析による体系的が 進展機構の

　　解明

３．が の新規分子標的治療薬（ 分子・抗体・核酸医薬）の開発

　　が プチド クチンおよび 疫 薬の開発とトランスレ―

　　ショ ルリサーチ

４．が プチド クチンおよび 疫 薬の開発とトランス

　　レ―ショ ルリサーチ

．が の個別化医療に けたバイオマーカーと分子病態診断システム

　　の開発とトランスレ―ショ ルリサーチ

６．ヒト のバンク構築と 活用による研究支援活動

１． 化器癌手術後の転移機序の解析と治療法の開発

２． 化器癌周術期における癌 小環 の

３． 形が に対する 疫細胞治療法の開発

１．内科診断学

２． 医療

３．水・電解質異 の と

４． Tを用いた医学教 法の開発

１．慢性心 の病態生理と治療

２．プライマリ アにおける高血 の診断と治療

３．シ レーション医学教

１．内 的胃 造 術の手技と管理

２．経腸栄養の 応と合 症

３．NST（栄養サポートチーム）活動と 連

１．糖尿病の 医療連 化に関する研究

２．糖尿病患者教 と予 教 の 的な 法に関する研究

１． 器内科診療における 連 化に関する研究

２． 性 疾患の

１．大腸癌の集学的治療

２． 脂製手術器 の開発

３．抗癌 性

４．腫瘍学（病態・治療・ 連 ）

１． 外科・糖尿病外科治療における 性と 性の研究

２．食道・胃疾患の外科治療の研究

３． 化性 瘍の治療における 性と 性の研究

１． 化器外科侵襲学に関する研

２．マイクロ 手術デバイスの開発

３． 術に関する 研究

１．新しいエンドトキシン測定法の開発

２． の 術に対する術後

１．経 的骨 法を用いた骨 長術の 用性に関する研究

２． 組 移植のモ タリングに関する研究

３． 断指再 に対する血管 合 と生 に関する研究

１． 組 に対して組 再生を 能にするスキャ ー

    ルドの開発

２． 性 に対する抗生 に代 る次 代新規治療の開発

１． 化管腫瘍に対する 侵襲治療の開発

２． 化管腫瘍発 のための 法に関する研究

３．腸内 生物 に した 化管腫瘍発生における病態解析

村　田　　　

　 　 　治

　村　 　美講師

　 　 　也講師

講師

准教授

准教授

教授

臨床 学講座
センター

　 　 郎

講師

内科学講座

治療医学講座
治療部

診療部

教授

－

－

杉　本　 　郎

和　田　　　

前　 　 　

　 　明　

▲大　 　正　人

－

　田　 　

教授

准教授

　 　 　人

准教授

科学講座 －

教授

山　口　　　准教授

　 　 　子講師

学医療診療部 － 講師 　村　 　

科学講座 －

特任教授 　田　　　
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別表２
（令和６年７月１日　現在）

所属 部門・領域等 職名 氏名 主な研究内容等

■印の教員は令和８年３月に、▲印の教員は令和９年３月に定年を迎えます。

主指導教員としての指導を希望する場合は、充分な事前相談が必要です。

１． 症 部外 の集学的治療に関する研究

２．脳 ・脳 生に関する 的研究

３．病院前救急診療体 の構築

４．救急 におけるエンドオブライ ・ アの 組

１． 大侵襲 の心機能障害と 整 に関する研究

２． 血症の臓器障害に関する研究

３．心臓・血管原性ショックの疫学研究

講師 　 　和　 １．侵襲 における 臓器 発症の機序の解明

１．新規が 関連遺伝子の 定と機能解析による発が 機構の解明

２． クス、プロテオ クス解析による体系的が 進展機構の

　　解明

３．が の新規分子標的治療薬（ 分子・抗体・核酸医薬）の開発

　　が プチド クチンおよび 疫 薬の開発とトランスレ―

　　ショ ルリサーチ

４．が プチド クチンおよび 疫 薬の開発とトランス

　　レ―ショ ルリサーチ

．が の個別化医療に けたバイオマーカーと分子病態診断システム

　　の開発とトランスレ―ショ ルリサーチ

６．ヒト のバンク構築と 活用による研究支援活動

１． 化器癌手術後の転移機序の解析と治療法の開発

２． 化器癌周術期における癌 小環 の

３． 形が に対する 疫細胞治療法の開発

１．内科診断学

２． 医療

３．水・電解質異 の と

４． Tを用いた医学教 法の開発

１．慢性心 の病態生理と治療

２．プライマリ アにおける高血 の診断と治療

３．シ レーション医学教

１．内 的胃 造 術の手技と管理

２．経腸栄養の 応と合 症

３．NST（栄養サポートチーム）活動と 連

１．糖尿病の 医療連 化に関する研究

２．糖尿病患者教 と予 教 の 的な 法に関する研究

１． 器内科診療における 連 化に関する研究

２． 性 疾患の

１．大腸癌の集学的治療

２． 脂製手術器 の開発

３．抗癌 性

４．腫瘍学（病態・治療・ 連 ）

１． 外科・糖尿病外科治療における 性と 性の研究

２．食道・胃疾患の外科治療の研究

３． 化性 瘍の治療における 性と 性の研究

１． 化器外科侵襲学に関する研

２．マイクロ 手術デバイスの開発

３． 術に関する 研究

１．新しいエンドトキシン測定法の開発

２． の 術に対する術後

１．経 的骨 法を用いた骨 長術の 用性に関する研究

２． 組 移植のモ タリングに関する研究

３． 断指再 に対する血管 合 と生 に関する研究

１． 組 に対して組 再生を 能にするスキャ ー

    ルドの開発

２． 性 に対する抗生 に代 る次 代新規治療の開発

１． 化管腫瘍に対する 侵襲治療の開発

２． 化管腫瘍発 のための 法に関する研究

３．腸内 生物 に した 化管腫瘍発生における病態解析

村　田　　　

　 　 　治

　村　 　美講師

　 　 　也講師

講師

准教授

准教授

教授

臨床 学講座
センター

　 　 郎

講師

内科学講座

治療医学講座
治療部

診療部

教授

－

－

杉　本　 　郎

和　田　　　

前　 　 　

　 　明　

▲大　 　正　人

－

　田　 　

教授

准教授

　 　 　人

准教授

科学講座 －

教授

山　口　　　准教授

　 　 　子講師

学医療診療部 － 講師 　村　 　

科学講座 －

特任教授 　田　　　
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別表２
（令和６年７月１日　現在）

所属 部門・領域等 職名 氏名 主な研究内容等

■印の教員は令和８年３月に、▲印の教員は令和９年３月に定年を迎えます。

主指導教員としての指導を希望する場合は、充分な事前相談が必要です。

１．血液浄化療法学

２．糖尿病性腎症の発症および進展機構の解明

１．造血幹細胞の特性解明

２．白血病幹細胞の特性解明

１．食道癌周術期栄養管理に関する研究

２．胃癌・食道癌術後の転移再発機序に関する研究

３．食道癌の集学的治療

１．医用電子工学

２．医療情報システム

３．循環器系の生体工学

１．脂質トランスポーターおよび脂質代謝に関する研究

２．脂質分析法の開発

３．個別化薬物療法に関する研究

１．脂質トランスポーターに関する研究

２．金属トランスポーターに関する研究

１．外科侵襲学に関する研究

２．新しいエンドトキシン測定法の開発

３．大腸癌・炎症性腸疾患の治療に関する研究

講師 萬　代　良　一 １．院内救急対応システム

１.  悪性骨・軟部腫瘍の病態と治療に関する研究

２.  整形外科再建手術におけるマイクロサージャリーによる

　　アプローチ

３.  突発性前・後骨間神経の病態と治療に関する研究

１．医療管理学

２．医療系社会学

３．心臓核医学を用いた病態生理学

１．生体臓器移植に対する認識調査―インターネット調査による

　　一般市民の自由記述回答の分析

２．インターネットを活用した研究参加希望者支援システムの構築

３．改正臓器移植法における親族優先提供をめぐる議論の批判的検討

１．人工関節手術に関する研究

２．リウマチ性疾患の疫学調査

３．運動器リハビリテーションに関する研究

１．糖尿病性腎臓病におけるポドサイトの障害機構の解明

２．慢性腎臓病における腎機能障害機構の解明

１．神経変性疾患・認知症の病態解明

２．核酸医薬を用いた神経変性疾患・認知症の根本治療法開発

３．摂食機能・高次脳機能指標、画像指標を用いた神経変性疾患・

　　認知症のバイオマーカー開発

１．アルツハイマー病の発症機序の解明と治療標的の探索

２．認知症の超早期診断法の開発

３．神経変性疾患の病態解明と診断・治療法の開発

１．霊長類ES／iPS細胞に関する研究

２．遺伝子組換えサル作製技術の開発とヒト疾患モデリング研究

３．霊長類の初期発生・胎盤発生の研究

４．血管新生の分子機構

１．新規発光プローブによる抗小胞体ストレス薬の開発及び応用研究

２．TDP-43結合mRNAの翻訳産物に焦点を当てた孤発性筋萎縮性

　　側索硬化症の細胞病態の解明

３．病原関連変異APP遺伝子組換えアルツハイマー病モデルザルを

　　用いた早期診断・治療法の開発

－臨床研究開発センター

笠　間　　　周教授

特任講師

－

准教授 池　田　義　人

教授
医療安全管理部

橋渡し－
神経診断治療学

橋渡し－
神経診断治療学

（予定教員）教授

－リハビリテーション部

神経難病研究センター

守　村　敏　史

倉　田　真由美講師

教授

－

准教授

－

基礎－
分子神経病理学

医師臨床教育センター

山　原　真　子

川　崎　　　拓

教授 石　垣　診　祐

准教授 柳　沢　大治郎

動物生命科学研究
センター

依　馬　正　次教授

－

児　玉　成　人准教授

教授 森　田　真　也

－ 講師 竹　林　克　士

南　口　仁　志講師－

金　崎　雅　美講師

－

清　水　智　治

－薬物治療学講座

血液浄化部

栄養治療部

■杉　本　喜　久准教授医療情報部

輸血・細胞治療部
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別表２
（令和６年７月１日　現在）

所属 部門・領域等 職名 氏名 主な研究内容等

■印の教員は令和８年３月に、▲印の教員は令和９年３月に定年を迎えます。

主指導教員としての指導を希望する場合は、充分な事前相談が必要です。

１．アルツハイマー病モデルマウスを用いた病態形成 カ ムの解明

２．酸化ストレスが脳の 性 に及 す の解析

１．アルツハイマー病をは めとする神経変性疾患の カ ムの

　　解明と ーム 由 ト トリエ ールな の抗酸化物質による

　　治療法に関する研究

２．ト トリエ ール による腸内細 と腸内 タ リ ムの

　　改 と認知機能との相関に いての動物モデルを用いた研究

３．アルツハイマー病遺伝子導 神経 細胞に対するト トリエ

　　 ールのアイ ームの 検

４．ト トリエ ール したアルツハイマー病モデルマウスの

　　 馬におけるトランスクリプトーム、プロテオーム、 タ

　　ロームの 合的解析（マレーシア 民大学との 研究）

１．医療機器のための 機構の研究開発

２．軟性医療機器の研究開発

３．軟性ロ ット機構

４．画像 導手術

１． 臓の 化における 細胞の活性化機構の解明

２． 内における臓器表 と マクロ ージの相 作用

３． 臓が におけるマクロ ージの

１．慢性 性 疾患（ PD）の病態解明

２． PD ート集 データを用いた 研究

１． ン ータシ レーションによる 整 治療の開発

２． 治性心 細動アブレーション医療機器と新術 の開発

３．生体医工学・i  i i ・人工知能 による循環器病態解明

４．ヒトiPS心筋細胞シートの循環器病治療・ 薬 の応用

１． の形成 の研究

２． 間 スの進化の研究

３．ハイ ーマンス ン ーテ ング

教授 　 　 　 １．医学教 学

１．動物モデルを用いた胃・食道発癌に関する研究

２． 酸の発癌及び癌の進展に関する

３．新しい３次 養システムを用いた癌研究

１．循環器疾患・生活 病の疫学

２．循環器疾患・生活 病の予 医学

３．栄養疫学

１．糖尿病・代謝性疾患・生活 病の疫学・予 医学

２．循環器疾患・ 在性動 硬化症の疫学研究

３． タ ロ クスによる認知症の解明

１．疫学研究における 解析手法の開発

２． ・ 医療サービス研究のための 解析手法の開発

３． 体活動、加 に関する疫学研究

１． 癌の 転移と 系および 子

２． 癌 の R マッ ング

３． 癌術前化学療法の細胞性 疫に対する

１．糖尿病神経障害の発症機構とTN

２． ト ンドリア脳筋症の病態解明

３．A Sの遺伝子治療

１． 筋 縮の 機構に関する研究

２． P Rに対する 薬研究

３．大学の知的 産マネジ ントに関する研究

学 部門
研究 動 部研究

教 早川　 一

発 研究センター

－

－域医療教育研究

医療 学

学

医学

　田　　　

　 　克　

准教授

教授

学研究センター

川　合　 　道

原　田　 子准教授

（予定教員）教授

准教授

－
医学・ 学教育

センター 　 　 　一教授

（予定教員）－

　田　 　子

准教授

教授

－情報 センター

小　川　 美子准教授－管理センター

－

　原　 　

　 　治

本　山　一　准教授

センター 准教授

医療研究開発 特任准教授 山　田　 　史

AN R NA
AN N A

特任教授研究

研究 　本　 　子特任准教授
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